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（論文 内容 の要旨）

音声 によ るコミュニケー シ ョンは人 に とって 自然で あ り、音声認識技 術 は、

自然なイ ンタ フェース（NUI） や対話 システム として 、利用 されて いる。と くに、

スマー トフォー ンの普 及 によ り、音声 による質 問に対す る情報 の提 示が普及 し

て きて いる。 この論 文では、音声 による情報案 内シス テム 「たけ まる くん」で

収集 され た実デ ータ をもとに、音声認識技術 による トッピクスの分類 の機 械学

習 アル ゴ リズムの研究 を行 って いる。入 力音声発話 による トッピクスの同定 は、

適切な応答文や情報 の提 供 にとって、重要な課題で あ り、 この論 文は、音 声認

識結果 に基づ く機械学習 によ る多 クラス の分類へ の挑戦 である。

実環境 の音声認識 は、話 し言葉 の認識 の難 しさによる認識誤 りを多 く含 んで

お り、さ らに、入 力 も比較的短 いものが多 い。 この論文 では、 「たけまる くん」

の実デー タか ら頻度 の多い15の トッ ピクス をと りあげ、機械学習 による トッ

ピクス分類 を行 っている。機械学習 の手 法 として、認識結果 のBagofWordsに 基

づ くサポー トベクターマ シン （SVM） 、最大エ ン トロピー法 （ME） 、さ らに、

単語列情報 を用 いるPrefixSpanBoosting－Based法 を取 り上 げて いる。いず れの手

法 も、従来 の最近傍法 よ りも高い トッ ピクス分類率で ある。機械 学習 の入 力特

徴 として単語 と文字単位 のユニ ッ トを比較 して いる。入 力が比較 的短 いので、

文字単位 の入 力が優 れている ことを示 して いる。 さ らに、3つ の手法 の誤 り傾

向が異な るので 、3つ の手 法を融合す るス タ ックー般化法 の利用 を考案 し、高

い分類率 を示 して いる。

音声認識結果 に基づ く トッピクス分類 の性能 を、音 声認識 誤 りがな い書 き起

こしを入 力 とした場合 との比較 し、また、比較 的音声認識 が高い大人の発声や、

音声認識率 の低 い子供 の発 声 に対 す る分類率 の結果 も示 している。
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（論文審査結果 の要旨）

音声 によるコ ミュニケー シ ョンは人 にとって 自然で あ り、音声認識技術 は、自

然なイ ンタフェー ス（NUI） や対話 システム として、利用 され てい る。 とくに、

スマー トフォー ンの普及 によ り、音声 による質 問に対す る情報 の提示 が普及 し、

入力音声発話 の トッピクスの 同定は、重要な課題 とな って いる。

この論文で は、 「たけま るくん」の実デー タか ら頻度 の多 い15の トッピクス

をと りあげ、音声認識結果 に基づ く3つ の手法の機械学習で の トッピクス分類

を行 って いる。 いず れの手法 も、従 来の最近傍法よ りも高 い トッピクス分類 率

を示 して いる。 さ らに、3つ の手法の誤 り傾向が異な るので、3つ の手法 を融

合す るス タ ックー般化 法（StackedGeneralization）の利用 を考案 し、高い分類率 を

達 成 して いる。音声認識結果 に基 づ く トッピクス分類 の性能 を、音声認識誤 り

がな い書 き起 こしを入 力 とした場 合 と比較 し、 また、音声認識が高 い大 人の発

声や、音声認識率 の低 い子 供の発声 に対す る分類率 の結果 も示 して いる ことは、

評価 で きる。 これ らの結果 は、音 声入力 を利用 した 自然なイ ンタフェー ス（NU

I）や対 話 システム の作成 に も大 い に役立つ もので ある。

これ らの成果 を、情報処理学会 の学術 論文、InterSpeechな どの重要 な国際会

議 な どで4編 の論文 として発表 してお り、国際的 にも高 い評価 を得て いる。ま

た、 日本語 も読み書 きお よび会話 も 日本人 と同等で あ り、 また、英語で のコ ミ

ュニケー シ ョン能 力もネイ ティブ と同等 です。

音 声認識の分野 を深 く理解 し、とくに、機械学習 の各種 アル ゴ リズムに精 通 し

た研究 者 として国際 的な舞台で の活躍 が大 いに期待で きます。

平成24年12月18日 に開催 した公 聴会の結果 も参考 に して 、本博士論 文の

審 査 を行 い、本論文 は、博士論 文 （工学） と して十分 な価 値が あ るもの と判 断

した。


